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徳島県 　西部 総合県 民局県 土整備 部〈三 好〉

路 線名 等

業 務箇 所

図面 名

縮 尺

会社 名

事 業者 名

業務 名

三好市山城町白川（第３分割）

図面 番号

白川地すべり防止区域 平面図

白川地すべり防止区域 平面図　S=1:2000

白川地すべり防止区域

E-1-R2-1 L=20m

E-1-R3-2 L=21m

D-4

D-2

E-1 D-1

標柱1号

Ｒ２三土　白川地すべり　三・山城白川　地すべり調査業務（３）

1　／　7　

横ボーリング工

地すべりブロック

施工計画(本年度)

水路工

調査ボーリング

既設対策工

凡　　　例

地すべり防止区域

アンカー工

施工計画(次年度以降)

地すべりブロック

(調査実施ブロック)
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1500

Dブロック

D-4-31-1' L=11m

D-4-31-2' L=13m

Eブロック

孔内傾斜計観測

D-3

自記水位計観測

自記水位計観測
孔内傾斜計観測

孔内傾斜計観測
D-2-R2-1 L=20m

D-2-R2-3 L=24m

D-2-R2-2 L=24m

自記水位計観測

自記水位計観測

D-4-31-1 L=40m

孔内傾斜計観測

D-4-31-2 L=35m

孔内傾斜計観測

D-4-31-3 L=25m

孔内傾斜計観測
自記水位計観測

D-3-31-1 L=30m

孔内傾斜計観測
自記水位計観測

D-3-31-2 L=30m

孔内傾斜計観測

D-3-31-2' L=17m

横ボーリング
L=20m×5本(H30年施工)

BV-1 L=26m

CB-1 L=28m

BP30-2 L=13m
BP30-2'L=6m

BP30-1 L=25m
BP30-1'L=13m

CBP30-3 L=25m

孔内傾斜計観測
自記水位計観測

孔内傾斜計観測
自記水位計観測

排水量観測

自記水位計観測

伸縮計 S-2
観測・資料整理

伸縮計 S-1

実施 設計図 面

孔内傾斜計観測
自記水位計観測

D-1-R2-1 L=10m

自記水位計観測
D-2-R2-1' L=8m

孔内傾斜計設置・観測
自記水位計設置・観測
地下水検層

孔内傾斜計設置・観測
自記水位計設置・観測
地下水検層

横ボーリング
L=20～30m×5本(R2年施工)
排水量観測



R2三土 白川地すべり 三・山城白川 地すべり調査業務(3)

白川地すべり防止区域

三好市山城町白川(第 3分割 )

推定地質断面図

A1:S=1/200
A3:S=1/400

徳島県　西部総合県民局県土整備部〈三好〉

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

GH=406.606

白川主測線

P3

DL=380.000

as

as

 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

Ｅ

Ｄ

Ｃ
L

Ｄ

Ｃ
L

Ｄ

Ｃ
L

Ｃ
M

0
10

20
30

40
50

N値

 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

Ｅ

Ｄ

ＣL

Ｄ

ＣL

Ｄ

ＣL

0 10 20 30 40 50
N値

7

20

39

26

12

17

23

24

27

39

46

50/8

50/5

44

50/25

50/23

50/18

50/20

50/25

50/5

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

-

D

CL

D

CL

D

CM

D
CL～

CM

CL

0 20 40 60 80100100

RQD

0

0

0

0

0

50

0

0

22

13

10

0

76

73

44

91

59

83

28

2018/09/14

2018/09/15

2018/09/16

2018/09/18

2018/09/19

2018/09/20

H .
H .

W .
L

P .
W .

L

崩積土層(Dt)

強風化岩層(WR)

風化岩層(R)

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

-

D

CL

D

CL

CM

0 20 40 60 80 100100

RQD

0

0

0

21

62

81

70

59

56

59

96

56

2018/09/29

2018/10/01

 BP30-1
 388.384 m
 dep = 25.00 m 白

川
地

区
CB

-1
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00

 m

 角
度
=7
4°

現場打ち受圧板
2600×2600×600  

 上段横ボーリング工
 L=20m/本 

 グラウンドアンカー工
 設計アンカー力：Td=650.6kN/本
 アンカー間隔　：ctc4.0m
 アンカー本数　：N=2本/断面
 アンカー角度　：α=25.0°
 アンカー材　　：SFL-5
 周面摩擦抵抗　：τ=1.0N/mm2
 アンカー定着長：L=5.0m

自由長≧4,000

定着長L=5,000
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2
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自由長≧4,000

定着長L=5,000
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 下段横ボーリング工
 L=20m/本 

R 1
 H

. W
. L

H 3
0  

H .
W .

L

中生代 古生代～
強風化岩層

風化岩層

三波川

結晶片岩

すべり面

H.H.W.L(掘進時水位及びH30観測最高水位)

計 画 水 位 　 P.W.L.

時  代

新生代 第四紀

記号 地   質

崩  積  土  層

凡   例 

(Dt)

(WR)

(R)

R1　H.W.L.

H30　H.W.L.

角 礫 状礫 質 土

泥 質 片 岩 砂 ・ 礫 混 じ り 粘 土 状

粘 土 状

塩 基 性 片 岩

砂 質 片 岩
柱 状 図 凡 例

粘 性 土

D - 1 ブロック解析断面図

ＢＰ３０－２
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R2　H.W.L.
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A1:S=1/200
A3:S=1/400

( D - 1ブロック）
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伸縮計S-2

D-1ブロックすべり頭部

2　／　7　

 BP30-2

L=13.00m　GH=378.76m

 BP30-2’
L=6.00m　GH=378.76m

 BP30-1

L=25.00m　GH=388.38m

 BP30-1’
L=13.00m　GH=388.38m

BV-1
L=26.00m　GH=402.10m

孔内傾斜計観測

自記水位計観測

孔内傾斜計観測
自記水位計観測

D-1-R2-1（投影）

L=10.00m　GH=388.38m

孔内傾斜計観測
自記水位計観測

実施設計図面
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D-2測線断面図

（D-2ブロック）

DL=370.000
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白川地すべり防止区域

推定地質断面図

徳島県　西部総合県民局県土整備部〈三好〉

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

中生代 古生代～
強風化岩層

風化岩層

三波川

結晶片岩

すべり面

H.H.W.L(掘進時水位）R2観測最高水位

時  代

新生代 第四紀

記号 地   質

崩  積  土  層

凡   例 

(Dt)

(WR)

(R)

R2　H.W.L.

角礫状礫質土

泥質片岩 砂・礫混じり粘土状

粘土状

塩基性片岩

砂質片岩

柱 状 図 凡 例

粘性土

掘進時初期水位

破砕帯

強風化岩層
（WR)

風化岩層（R)

崩積土層（Dt)

風化岩層（R)

崩積土層（Dt)

R2
　
H.
W.
L

A1:S=1/250

A3:S=1/500

D-2-R2-1
L=20.00m GH=427.77m
孔内傾斜計観測
D-2-R2-1'　L=8m
自記水位計観測

D-2-R2-2
L=24.00m GH=412.81m
孔内傾斜計観測
自記水位計観測

D-2-R2-3
L=24.00m GH=394.79m
孔内傾斜計観測
自記水位計観測

D-2ブロック頭部

A1:S=1/250
A3:S=1/500

R2三土 白川地すべり 三・山城白川 地すべり調査業務(3)

三好市山城町白川(第 3分割 )

3　／　7　

実施設計図面 ( D - 2ブロック）



DL=420.00

GH=471.677⇒472.127

D-3-31-1(投影)
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GH=452.028
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最大コア長

白川地すべり防止区域

推定地質断面図

徳島県　西部総合県民局県土整備部〈三好〉

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

(D - 3ブロック）

礫 質 土

泥 質 片 岩 砂 ・ 礫 混 じ り 粘 土 状

角 礫 状

中生代 古生代～

強風化岩層

風化岩層

三波川

結晶片岩

粘 土 状

時  代

新生代 第四紀

記号 地   質

崩  積  土  層

凡   例 

塩 基 性 片 岩

砂 質 片 岩

粘 性 土

(Dt)

(WR)

(R)

崩積土層
 (Dt)

風化岩層(R)

強風化岩層(WR)

0.00

0.60

2.60

4.70

8.70

10.70

11.55

12.00

12.50

13.00

13.40

14.00

15.45

16.90

17.75

18.30
18.45

19.00

19.55
19.70
20.00

23.35

24.00
24.40
24.55

25.40

27.50
27.60

28.70

29.65
30.00

ＲＱＤ
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最大コア長
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D
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CM

～

CM

CL

8

23

55

46

26

32

0

38

84

58

37

66

豪雨時湧水箇所

豪雨時湧水箇所
H31

・R1 
H.W

.L

すべり面

H31・R1年度最高水位(H31・R1H.W.L.)

R2年度最高水位（R2H.W.L.）

H.H.W.L(観測最高水位)
(地表部湧水地点の標高を含む)

H.H.
W.L

(地表部湧水地点の標高を含む)

P.W.
L

計 画 水 位 　 P.W.L.

R2 
H.W

.L

A1:S=1/200
A3:S=1/400

A1:S=1/200
A3:S=1/400

D - 3 - 3 1 - 1 (投影)

L = 30 . 0 0 m  G H = 47 2 . 1 3 m
孔内傾斜計観測
自記水位計観測

D-3 - 3 1 -2

L = 3 0 . 00 m  G H = 4 5 2. 0 3 m
孔内傾斜計観測
D-3 - 3 1 - 2 '　L= 1 7 m
自記水位計観測

D - 3 ブ ロ ッ ク 地 質 断 面 図

すべり面はコア判定による推定すべり面

すべり面D-3は、崩積土層内の礫混じり粘土部下端(GL-14.0m）

D-3すべり頭部

すべり面はコア判定による推定すべり面

すべり面D-3は、崩積土層内の礫混じりシルト部下端(GL-14.5m）

安定計算一覧表

横 ボ ー リ ン グ 工  D - 7 ( 投 影 )

L = 6 5 m × 6 本

θ = 5 ° G H = 4 4 4 m

横 ボ ー リ ン グ 工  D - 6 ( 投 影 )

L = 5 0 m × 5 本

θ = 5 ° G H = 4 4 6 m

横 ボ ー リ ン グ 工  D - 4 ( 投 影 )

L = 6 0 m × 6 本

θ = 5 ° G H = 4 7 0 m

R2三土 白川地すべり 三・山城白川 地すべり調査業務(3)

三好市山城町白川(第 3分割 )

4　／　7　

実施設計図面



DL=440.00

GH=507.155

D-4-31-1

R

AS

R

R

R

GH=492.663

D-4-31-2(投影)

GH=467.040⇒467.140

D-4-31-3(投影)

Ｌ24.2

Ｌ4.0

白川地すべり防止区域

推定地質断面図

徳島県　西部総合県民局県土整備部〈三好〉

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

( D - 4ブロック）

礫 質 土

泥 質 片 岩 砂 ・ 礫 混 じ り 粘 土 状

角 礫 状

中生代 古生代～

強風化岩層

風化岩層

三波川

結晶片岩

粘 土 状

時  代

新生代 第四紀

記号 地   質

崩  積  土  層

凡   例 

塩 基 性 片 岩

砂 質 片 岩

粘 性 土

(Dt)

(WR)

(R)

崩積土層
 (Dt)

風化岩層(R)
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D～
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D～CL
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17.10
17.30

19.10

20.40

21.00

22.00

22.55

23.00

23.50

25.10

25.50

26.00
26.20

26.85
27.20

28.35

29.00

30.00
30.30

31.00

31.60

32.00

32.70

33.10

33.60

34.60

35.15

36.65

39.00
39.15

39.70
40.00

最大コア長
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34.05
34.15
34.50

35.00

最大コア長
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15

27

40

22

0

10

55

25

53

92

74

D～CL

-

強風化岩層(WR)

豪雨時湧水箇所

H31・R1 H.W
.L

すべり面

H31・R1年度最高水位(H31・R1H.W.L.)

R2年度最高水位（R2H.W.L.）

H.H.W.L(観測最高水位)
(試錐時最高水位を含む)

H.H
.W.

L

(試
錐時最高水位を含む)

P.W
.L

計 画 水 位 　 P.W.L.

R2　
H.W

.L

A1:S=1/200
A3:S=1/400

A1:S=1/200
A3:S=1/400

D - 4 - 3 1 - 1
L = 4 0 . 0 0 m  GH = 5 0 7 . 1 6 m
孔内傾斜計観測
D-4 - 31 - 1 '　L= 1 1 m
自記水位計観測

D-4 - 3 1 - 2 (投影)
L = 3 5 . 0 0 m  G H = 4 9 2 . 6 6m
孔内傾斜計観測
D-4 - 3 1 - 2 '　L= 1 3 m
自記水位計観測

D-4 - 3 1 - 3 (投影)

L = 25 . 0 0 m  G H =4 6 7 . 1 4 m
孔内傾斜計観測
自記水位計観測

D - 4 ブ ロ ッ ク 地 質 断 面 図

D-4すべり頭部

すべり面はコア判定による推定すべり面

すべり面D-4は、崩積土層内の礫混じり粘土部下端(GL-11.1m）

すべり面はコア判定による推定すべり面

すべり面D-4は、崩積土層内の礫混じり粘土部下端(GL-15.1m）

すべり面はコア判定による推定すべり面

すべり面D-4は、崩積土層内の礫混じり粘土部下端(GL-10.85m）

D測線・D-4測線交点

横 ボ ー リ ン グ 工  D - 3 ( 投 影 )

L = 7 0 m × 6 本

θ = 5 ° G H = 4 6 9 m

横 ボ ー リ ン グ 工  D - 5 ( 投 影 )

L = 4 0 m × 5 本

θ = 5 ° G H = 4 4 8 m

横 ボ ー リ ン グ 工  D - 1 ( 投 影 )

L = 6 5 m × 6 本

θ = 5 ° G H = 5 0 9 m

R2三土 白川地すべり 三・山城白川 地すべり調査業務(3)

三好市山城町白川(第 3分割 )

5　／　7　

実施設計図面



DL=370.00

R38

R83

R163

R172

D測線・D-3測線交点

D測線・D-4測線交点

R

R

R

R

AS

R

AS

R

AS

A
A-1

白川地すべり防止区域

推定地質断面図

徳島県　西部総合県民局県土整備部〈三好〉

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

(Dブロック）

礫 質 土

泥 質 片 岩 砂 ・ 礫 混 じ り 粘 土 状

角 礫 状

中生代 古生代～

強風化岩層

風化岩層

三波川

結晶片岩

粘 土 状

時  代

新生代 第四紀

記号 地   質

崩  積  土  層

凡   例 

塩 基 性 片 岩

砂 質 片 岩

粘 性 土

(Dt)

(WR)

(R)

崩積土層
 (Dt)

風化岩層(R)

強風化岩層(WR)

崩積土層
 (Dt)

風化岩層(R)

強風化岩層
(WR)

0 2 0 4 0 6 0 8 0 10 0

最大コア長

ＲＱＤ

0

0

1 2

0

0

2 2

5 4

5 0

5 5

9 1

0 . 00
0 . 15

3 . 00

5.00

11.15

14.50
15.15
15.25

17.10
17.40

18.25
18.80

20.20
20.40

21.45

22.20
22.85
23.00
23.75
23.90

25.40
25.55

27.00
27.40

30.00

D～CL

D
C L

D

D～
CL
D

CM

CL

CM

5

6

1 2

5

8

2 2

20

15

15

2 1

-

0 20 40 6 0 8 0 10 0

最大コア長

ＲＱＤ

0

1 0

5 5

2 5

5 3

9 2

7 4

0 . 0 0
0 . 2 0
0 . 65
1.15

3.30

8.45
8.80

10.50
10.60
10.75
10.85
11.70

15.35
15.65
15.80
16.70

17.80
18.10

19.35
19.55
19.85
20.30
20.55
21.20

22.10
22.70

25.00

-

D

D～CL

CL

CM

～

C M

4

1 0

18

1 5

27

4 0

22

0 2 0 4 0 60 80 1 0 0

最大コア長

ＲＱＤ

0 0

12

33

0

61

10 0

47

0 . 0 0
0 . 3 0

2 . 00
2.20

4.60

5.50

6.30

8.65
9.40
9.50
9.80

10.10

12.40

12.65

14.70
15.10
15.85
16.00
16.30
16.70

18.20

21.80

22.45

25.80

27.60

28.30

29.45
29.60
29.75
30.30

31.90

34.05
34.15
34.50
35.00

-

D

D～
CL

CM

D
D～CL

CM

1 2

1 2

9

2 6

44

47

D～
CL

D
D～ C L

D

D

0 20 4 0 6 0 8 0 10 0

最大コア長

ＲＱＤ

6

3

3

2

0

0

0

0

0

2 7

0

0

5 6

6 1

1 2

0 .0 0
0 .3 0

1 .10

3.00

3.75

6.00
6.90
7.10

8.50

9.15

11.00
11.10

15.60
16.20
16.50
17.10
17.30

19.10

20.40
21.00

22.00
22.55
23.00
23.50

25.10
25.50
26.00
26.20
26.85
27.20

28.35

29.00

30.00
30.30

31.00
31.60
32.00
32.70
33.10
33.60

34.60
35.15

36.65

39.00
39.15
39.70
40.00

CL

D

CL

CM

D

9

1 6

8

9

3 4

2 1

1 2

D～CL

-

豪雨時湧水箇所

豪雨時湧水箇所
H31・R1 H.W

.L

すべり面

H31・R1年度最高水位(H31・R1H.W.L.)

R2年度最高水位（R2H.W.L.）

H.H.W.L(観測最高水位)
(試錐時最高水位・地表部湧水地点の標高を含む)

H.H
.W.

L

(試
錐時最高水位・

地表部湧水地点の標高を含む)

P.W
.L

計 画 水 位 　 P.W.L.

R2　
H.
W.L

A1:S=1/500
A3:S=1/1,000

A1:S=1/500
A3:S=1/1,000

D - 3 - 3 1 - 2 (投影)

L = 30 . 0 0 m  G H =4 5 2 . 0 3 m
孔内傾斜計観測
D-3 -3 1 - 2 '　L= 1 7 m
自記水位計観測

D-4 - 3 1 - 1 (投影)

L = 4 0 . 0 0m  G H = 5 0 7 .1 6 m
孔内傾斜計観測
D-4 - 3 1 - 1 '　L=1 1 m
自記水位計観測

D-4 - 3 1 - 2 (投影)
L = 3 5 . 0 0 m  GH = 4 9 2 . 6 6 m
孔内傾斜計観測
D-4 - 3 1 - 2 '　L= 13 m
自記水位計観測

D-4 - 3 1 - 3 (投影)

L = 2 5 . 0 0 m  G H = 4 6 7 . 1 4 m
孔内傾斜計観測
自記水位計観測

D ブ ロ ッ ク 地 質 断 面 図

Dすべり頭部

すべり 面 Dは 、崩積 土層下 端の礫 混じり 粘土部 下端 ( G L - 2 9 . 0 m ）

D-4すべり頭部

D-3すべり頭部

すべ り面 D は、崩 積土層 下端の 礫質粘 土部下 端 ( G L - 2 8 . 3 m ）

す べ り 面 D は 、崩積 土層内の 礫混じ りシル ト部下 端 ( G L - 1 5 . 8 m ）

すべり面D-3は、崩積土層内の礫混じりシルト部下端(GL-14.5m）

すべ り面 はコ ア判定 によ る推 定す べり面

す べり 面は コア判 定に よる 推定 すべり 面

す べ り面 は コア 判定 によ る推 定すべ り面

す べ り面 は コア 判 定 に よ る推 定 すべ り 面

横 ボ ー リ ン グ 工  D - 1 ( 投 影 )

L = 6 5 m × 6 本

θ = 5 ° G H = 5 0 9 m

横 ボ ー リ ン グ 工  D - 2 ( 投 影 )

L = 5 5 m × 6 本

θ = 5 ° G H = 4 9 8 m

横 ボ ー リ ン グ 工  D - 4 ( 投 影 )

L = 6 0 m × 6 本

θ = 5 ° G H = 4 7 0 m

横 ボ ー リ ン グ 工  D - 6 ( 投 影 )

L = 5 0 m × 5 本

θ = 5 ° G H = 4 4 6 m

横 ボ ー リ ン グ 工  D - 5 ( 投 影 )

L = 4 0 m × 5 本

θ = 5 ° G H = 4 4 8 m

横 ボ ー リ ン グ 工  D - 3 ( 投 影 )

L = 7 0 m × 6 本

θ = 5 ° G H = 4 6 9 m

R2三土 白川地すべり 三・山城白川 地すべり調査業務(3)

三好市山城町白川(第 3分割 )

6　／　7　

実施設計図面



1 / 5 0 0

徳 島 県 　 西 部 総 合 県 民 局 県 土 整 備 部 〈 三 好 〉

路 線 名 等

工 事 箇 所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事 業 者 名

工 事 名

三好市山城町白川(第3分割)

図 面 番 号

推定地質断面図

E-1ブロック地すべり断面図　S=1:500
ペーパーロケーション

( E - 1ブロック）

R2三土 白川地すべり 三・山城白川 地すべり調査業務(3 )

宅地

道路

道路
道路

道路

DL=450m

DL=400m

想定すべり面

E-1-R3-1 L=20m
孔内傾斜計設置・観測
自記水位計設置・観測
地下水検層

E-1-R3-2 L=21m
孔内傾斜計設置・観測
自記水位計設置・観測
地下水検層

白川地すべり防止区域

7 　 ／ 　 7

実施設計図面


